
こ
の
論
文
集
は
宋
を
封
象
と
し
て
い
て
も
、
内
容
が
多
岐
に
亙
る
た
め
、
私

の
理
解
に
限
界
が
あ
り
、
著
者
の
異
意
を
十
分
に
汲
み
と
れ
な
か

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。
御
海
容
を
御
願
い
す
る
次
第
で
あ
る。(梅

原

戸
田
ロ
仏
叶
民
主
O

ロ
E
H
B宮
巳
釦

-
n
r
z
p
弓
g
i
H
C
H
H

d

「。
r'nE向
。
回
当
面
国
側
(
主
業
鍵
)

Z
R
S
L
C巳〈
O
『臼山
々

-
J
O
白血

。
自
国
『
ユ
L
m
0
・
玄

2
2
n
F己
目。

5
・

5
a

(出
同
ヨ
ω
『
《
回
開
自
陣
〉
弘
吉
岡

ω2-2
吋

ω)
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著
者
王
業
鍵
氏
は
、
全
漢
昇
氏
の
指
導
の
下
で
(
本
書
は
全
氏
に
捧
げ
ら
れ

て
い
る
)
中
園
経
済
史
の
研
究
を
始
め
、
渡
米
後

』・開ハ
-

H

り巳円
r
g
r
及
び

ロ-

E
・
?w『
E
E
雨
氏
の
下
で
清
代
枇
曾
経
済
史
を
専
攻
し
、
ハ

1
ヴ
ァ
!
ド
大

事
で
博
士
の
皐
位
を
と
ら
れ
た
。
現
在
オ
ハ
イ
オ
の
州
立
ケ
ン
ト
大
撃
で
、
歴

史
撃
の
助
教
授
を
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
本
室
田の
外
に
は
以
下
の
業
績
が
あ
る
。

「
清
潅
正
時
期
的
財
政
改
革
」
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

句
、
一

九
六

一

R
斗

r
o
H
B恒
常
件
。
町
子
。
吋
mw-1ロ
問
河
o
r
己
t
oロ
oロ回以
O

官
三
曲
に
O

ロ

片岡阿

ω
o
c乙
H
O
『
ロ
穴
芯
ロ
問
ω
ロヘ・』
u
a
b
h
w
、的

口誌
の』町民詰
P
Hタ同由町内山

去、
H，
r
o
司
広
の
主
回
目
唱
。
『
Z
ロ
円
。
。
同
時
r
o
F
E
L
寸
釦
H

L
ロ
ユ
ロ
間
同
町
話

。
v
w
E岡
田
》
。
ュ
。
門
Y
W
W
H
A
M
臣
、
注
白
N
b
¥
h
」
町
民
白
語
句
同
買
え
礼
町ムア

ω

。.A
R
・

H
申
叶
ゲ

ハ
こ
れ
は
本
書
第
四
章
の
原
型
で
あ
る
)

郁

R

、H，r
o
ω
o
n
z
F『1
「『
O

口
品
。
同
司
門
戸
no白
内
回
ロ
ユ
ロ
間
同
開
百
の
円
吉
岡
句
。
ュ
。

ι~

『
香
港
中
文
大
事
中
国
文
化
研
究
事
報
』

5
l
z
s
a

k

由
詩
句
師
同
凡
さ
同
時
恒
也
、
¥HF同
h
白
昔
、
吋
h
H
h
H
n
b
h
な
え
な
冶
凡
誌
の
』
官民苫
h
p
~
1
U句

白
昌
弘
』

US-
。曲目『門戸円日間
0
・
冨
白
白
血
よ
肘
鈴
田
陣
〉
巴

E
H
N
2
2
2
r
の
ゆ
口
問
。
♂

同

2
2
E
Cロ
-szg、・
5
3・
(『清
代
田
賦
的
一
個
佑
計
』
以
下
『
佑

計
』
と
記
す
。
詳
細
は
後
述
)

そ
の
他
、
全
漢
昇
氏
と
の
共
著
で
次
の
論
文
が
あ
る
。

「
滑
落
正
年
間
的
米
債
」

『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

却、

一
九
五
九

本
書
は
著
者
の
以
上
の
業
績
を
前
提
に
し
て
、
清
代
の
回
賦
に

つ
い
て
主
に
統

計
的
に
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
全
慢
の
概
略
を
知
る
た
め
、
本
書
の
章
別
構
成
を
み
て
お
こ
う
。

序第

一
章

清

代
中
園
の
経
済
と
財
政
シ
ス
テ
ム

第
二
章
田
賦
行
政

第
三
章
田
賦
付
加
税
の
増
大

第
四
章
田
賦
の
財
政
的
重
要
性

第
五
章
回
賦
の
地
理
的
差
異

第
六
章
物
債
餐
動
と
回
賦
の
負
携

第
七
章
清
末
の
回
賦
行
政
の
再
編
成
へ

本
書
の
目
的
を
著
者
は
序
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
本
警
は
中
華
帝

園
を
い
く
つ
か
の
貼
で
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
清
朝
特
に
終
り
の
数
十

年
間
の
中
園
田
賦
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
回
賦
シ
ス

テ
ム

は
、
清
朝
財
政
シ
ス
テ
ム

の
最
も
本
質
的
な
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
・

・そ
の
上
、
中
園
史
の
相
縫
ぐ
王
朝
の
滅
亡
は
、

農
民
へ
の
苛
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税
|
|
特
に
回
賦
||
に
鰐
因
す
る
と
い
う

一
般
に
承
認
さ
れ
た

命
題
が
あ

る
。
:
・
こ
の
研
究
は
清
代
の
紋
況
で
こ
の
命
題
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
を
意
幽

し
て
い
る
」
。
郎
ち
田
賦
の
研
究
に
よ

っ
て
清
朝
財
政
シ
ス
テ
ム

の
特
質
を
示

し
、
併
せ
て
「
苛
税
|
↓
王
朝
滅
亡
」
論
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
本
書
の
目
的

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
課
題
に
刻
し
て
、
著
者
は
従
来
の
研
究
の
批

判
1

1
法
典
・
法
規
に
の
み
依
鍛
す
る
こ
と
に
よ
る
現
貨
と
の

ス
レ
、
租
税
の

推
計
の
基
礎
の
弱
さ
|
|
の
上
に
立
ち
、
制
度
と
数
量
の
二
側
面
か
ら
迫
ろ
う

と
す
る
。
以
下
順
を
追
っ

て
若
干
の
論
評
を
加
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
こ
う
。

第
一
章
は
清
代
の
中
国
経
済
と
財
政
シ

ス
テ
ム
の
外
相
酬
を
記
述
し
て
い
る。

著
者
に
よ
れ
ば
一
七
世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
に
、
世
界
の
多
く
の
図

が
経
務
的
革
命
を
経
験
し
た
が
、
清
朝
下
の
中
図
は
経
済
構
造
上
は
何
の
礎
化

も
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
湾
代
に
は
大
き
な
経
済
成
長
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
一

入
賞
り
闘
民
所
得
の
増
大
を
伴
わ
ず
、
主
に
人
口
と
面
積
の
増
大
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
人
口
調
密
な
地
域
か
ら
満
洲

・
四
川
等
の
土
地
の
堕

富
な
地
域
へ
の
農
業
の
績
大
が
顕
著
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
経
済
成
長

を
一
九
世
紀
中
葉
を
境
に
分
け
、
そ
れ
以
前
を
急
速
な
、
以
後
を
緩
慢
な
成
長

の
段
階
と
す
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
財
政
シ

ス
テ
ム
に
入
り
、
闘
家
裁
入
の
財

源
と
し
て
指
(
指
納

・
報
教
)
・
税
(
回
賦

・
盤
税

・
関
税

・
鐙
金
等
)
を
個

別
に
説
明
し
、
財
政
機
構
と
し
て
戸
部
・
布
政
司
・
督
撫
・

知
豚
等
の
任
務

・

楢
限
等
を
示
し、

最
後
に
京
飼

・
協
銅

・
規
費

・
機
指
等
、
統
治
機
闘
相
互
の

財
政
的
関
係
を
記
し
て
い
る
。

さ
て
財
政
シ
ス
テ
ム
は
と
も
か
く
、

著
者
の
中
園
経
務
の
認
識
に
は
致
命
的

な
弱
鮎
が
あ
る
。
そ
れ
は
阿
片
職
手
以
後
の
牢
槌
民
地
性
の
完
全
な
飲
溶
で
あ

る
。
そ
れ
に
相
嘗
す
る
筈
の
部
分
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
帝
園
政
府

は
自
強
運
動
の
一
部
と
し
て
、
近
代
産
業
の
建
設
を
試
み
た
が、

そ
の
努
力
は

失
敗
に
移
っ
た
。
そ
の
う
え
多
く
の
中
園
人
企
業
家
と
と
も
に
、

篠
約
港
の
洋

商
も
、
手
工
業
か
ら
市
場
を
弊
得
し
よ
う
と
近
代
企
業
を
設
立
し
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
新
企
業
も
、
経
済
を
鵜
換
さ
せ
る
に
十
分
な
勢
い
を
生
み
だ
さ
な
か

っ
た
。
事
質
的
時
統
部
門
は
近
代
部
門
と
競
字
し
、
共
存
し
た
。
そ
れ
故
に
清
代

の
問
中
国
経
済
は
、
依
然
と
し
て
農
業
中
心
で
遅
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
。
こ
の

牢
植
民
地
性
の
歓
落
に
つ
い
て
は
後
に
鮒
れ
、
こ
こ
で
は
も
う
一
鮎
、
商
品
経

済
の
設
展
に
鰯
れ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
(後
に
多
少
鰯
れ
て
い

る
が
、
不
十
分
で
あ
る)。

第
二
章

・
第
三
章
は
著
者
の
言
う
制
度
的
側
面
か
ら
の
分
析
で
あ
る
。
ま
ず

第
二
章

で
は
回
賦
行
政
の
三
過
程
|
l
l土
地
登
録

・
田
賦
賦
課

・
回
賦
徴
収

ー
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
土
地
登

録
に
つ
い
て
は
、

清
朝
は
園
家
的
規
模
の
丈
量
を
一
度
も
行
な
わ
ず
、

明
代
官尚

暦
の
丈
量
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
西
村
元
照
氏

『
東
洋
史
研
究
』
第
三

O
谷
第

一
・二

・
三
鋭
、
川
勝
守
氏
『
史
翠
雑
誌
』

八
O
編
三

・
四
腕
、
の
論
文
参
照
〉

に
依
援
し
た
。
か
わ
り
に
種
々
の
法
令
を
定
め
て
土
地
の
記
録
を
更
新
し
よ
う

と
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
賀
行
さ
れ
ず
、

そ
の
結
果
耕
作
面
積
が
相
嘗
増
大
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
面
積
は
一
八
世
紀
中
葉
以
後
殆
ん
ど
培
え
な
か
っ

た
。
田
賦
は
土
地
面
積
を
基
礎
と
し
て
い
る
が
故
に
、
こ
の
事
態
は
田
賦
の
増

加
の
鈍
さ
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
登
録
シ
ス
テ
ム
を
、
著
者
は
諸問
代

田
賦
行
政
の
最
も
弱
い
環
と
し
て
い
る
。
次
い
で
田
賦
賦
課
で
は
、
科
則
が
殆

ん
ど
の
豚
で
質
質
的
に
固
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
街
門
は
財
政
膨
脹
に
伴
い

付
加
税
に
頼
ら
、ざる
を
え
な
く
な
る。

こ
こ
に
第
三
章
で
扱
う
付
加
税
の
必
然

性
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
徴
牧
率
の
決
定
穫
は
名
目
的
に
は
中
央
に
あ

る
が
、
数
果
的
統
制
は
で
き
ず
、
知
燃
が
郷
紳
と
相
談
し
て
決
定
し
た
が
、
太

卒
天
国
以
後
は
決
定
権
は
督
撫
に
移
っ
て
い
っ
た
。
本
章
の
最
後
に
回
賦
徴
牧
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に
つ
い
て
、
包
収
・
包
撹
等
の
説
明
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

第
三
章
で
は
、
清
朝
を
通
じ
て
田
賦
付
加
税
が
増
大
す
る
傾
向
が
示
さ
れ

る
。
郎
ち
地
方
街
門
の
財
政
は
、
も
と
も
と

『
大
清
曾
典
』
等
に
基
い
た
法
定

の
存
留
部
分
だ
け
で
は
賄
え
ず
、
一
部
を
非
法
定
の
付
加
税
に
頼
ら
さ
る
を
え

な
か
っ
た
。
務
正
帝
は
養
厳
銀
捻
出
の
た
め
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
佐
伯
富
氏

『
東
洋
史
研
究
』
第
二
九
谷
第

一
・
二
・

三
鋭
、
第
三

O
省
第
一
一
鋭
、
の
論
文

に
詳
し
い
)
耗
羨
を
公
認
し
た
が
、
そ
の
後
も
非
法
定
の
付
加
税
は
増
大
し
て

い
っ
た
。
そ
れ
は
前
章
で
み
た
制
度
的
弱
鮎
の
た
め
に
、
田
賦
が
所
得
や
物
僚

に
謝
す
る
菌
性
を
飲
き
、
財
政
膨
脹
の
際
は
付
加
税
を
増
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
清
代
を
通
じ
て
の
人
口
増
と
イ
ン
フ
レ
傾
向
は
行
政

費
を
治
大
さ
せ
、
こ
の
付
加
税
増
大
を
現
質
化
し
て
い
っ
た
。
要
す
る
に
、
制

度
的
側
面
か
ら
の
分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、
清
朝
団
賦
行
政
は
、
付
加
税
に
代
表

さ
れ
る
非
法
定
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
見
よ
り
も
は
る
か

に
秩
序
だ
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
以
下
は
序
に
レ
う
数
量
的
側
面
か
ら
の
研
究
で
あ
り
、

著
者
の
本
領

が
遺
憾
な
く
緩
揮
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
前
提
と
な
る
田
賦
の
推
計
は
、

回

R
Z邑
肘

g
同
〉
巴

2
玄
O
ロ
O
問
『
若
宮
の

一
冊
と
し
て
出
さ
れ
、

業
績
目

録
で
あ
げ
た

『
佑
計
』
で
あ
る
。
以
下
は
殆
ん
ど
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
論
を
進

め
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
紹
介
の
前
に
、
姉
妹
書
と
も
い
う
べ
き

『
佑
計
』

に
つ
い
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
佑
計
』
で
は
「
清
朝
(
一
六
四
四
|
|
一
九
一

一
)
の
全
盛
期
及
び
そ
の

滅
亡
前
夜
に
徴
収
さ
れ
た
回
賦
の
額
の
リ
ア
ル
な
推
計
」
が
試
み
ら
れ
る
。
全

盛
期
・

滅
亡
前
夜
に
料
割
腹
す
る
一
七
五
三
年
と
一
九

O
八
年
が

選
ば
れ
た
の

は
、
著
者
が
こ
の
二
年
の
デ
ー
タ
が
他
の
時
代
に
比
し
て
盟
富
か
つ
信
頼
し
う

る
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。

『
佑
計
』
の
第
一
部
は

「
園
家
的
規
模
の
財
政
再
編
成
の
た
め
の
準
備
と
し

て、

各
省
の
財
政
欣
況
の
完
全
な
調
査
書
を
作
れ
と
い
う
皇
帝
の
命
令
に
臨
応
え

て
、
す
べ
て
の
省
首
局
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
」
『
財
政
説
明
書
』
を
も
と
に

し
た
、
一
九

O
八
年
の
田
賦
の
推
計
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
は、

辛
亥
革
命

後
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
二

O
容
の

『
財
政
説
明
書
』
は
、

今
、
迄
殆
ん
ど
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。
回
賦
は
科
則
+
付
加
税
で
あ
り
、
推
計
で
問
題
に
な
る
の
は
、

耗
羨
以
外
は
非
法
定
で
あ
り
、
そ
れ
故
普
通
は
公
文
書
に
は
記
録
さ
れ
な
い
付

加
税
の
額
で
あ
る
。
推
計
は
次
の
方
法
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
中
圏
全
鐙
を

銀
銭
交
換
レ

1
卜
・

穀
物
債
格
に
よ

っ
て
六
地
域
に
分
け
、
同

一
地
域
内
の

レ

ー
ト
・

債
格
を
統
一

す
る
。
こ
れ
に
基
き
銭
表
示
は
銀
に
換
算
さ
れ
、
漕
米
も

銀
で
の
債
格
に
直
さ
れ
る
。
そ
し
て
以
下
の
順
で
計
算
さ
れ
る
。
て
科
則
の

確
定
、
二
、
付
加
税
の
科
則
に
針
す
る
割
合
の
推
計

(主
に
辛
亥
革
命
以
後
編

纂
さ
れ
た
地
方
志
に
よ
り
補
充
)
|
↓
卒
均
徴
牧
率
〈
科
則
に
針
す
る
賞
徴
額

の
割
合
)
の
推
計
、
三
、

全
穫
量
の
算
出
。
公
式
化
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る

(
数
値
は
銀
雨
)
。

ボ，
δ
田
勇
気
し

F
H答
吋
掌
E
Z
×
制
淫
]
AP

叶
融
持
』将
棋
+
議
，
U

肯
主
連
×
制
溢
引時

半

m
感
建
制

第
二
部
は
薙
正
帝
の
税
改
革
に
よ
り
、
清
朝
財
政
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
引
き
緊

っ
て
い
る
頃
と
さ
れ
る

一
七
五
三
年
の
田
賦
推
計
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
ず
漕

米
を
銀
債
絡
に
直
す
た
め
に
、

穀
物
償
格
の
推
定
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
方
法
は

第
一
部
と
閉
じ
地
域
剖
を
し
、

各
地
域
の
務
正
時
代
の
卒
均
米
債
を
求
め
、
一

七
五
三
年
の
米
僚
が
各
地
域
一
律
に
こ
れ
よ
り
五

OWA上
昇
し
た
と
仮
定
す
る

の
で
あ
る
。
薙
正
時
代
の
デ
ー
タ
の
な
い
満
洲
な
ど
中
国
北
部
に
つ
い
て
は
、

一
九

O
八
年
の
地
域
間
債
格
差
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
次
い
で
回
賦
の
推
計
に
入

り
、
科
財
は

『
大
清
由
同
曲昔、

科
則
に
制
到
す
る
耗
羨
の
割
合
は
『
大
清
一
統
士
山
』

-153ー
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で
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
る
。
付
加
税
は
こ
の
耗
羨
の
他
に
卒
除
銭
等
の
非
法
定
の

も
の
が
あ
り
、
こ
の
推
計
が
困
難
で
あ
る
が
、

著
者
は
『
抹
批
論
旨
』
の
活
時

鐸
の
奏
請
等
か
ら
、
地
了
銀
の
非
法
定
付
加
税
は
雲
南
以
外
は
耗
茨
と
同
額
と

仮
定
す
る
。
滞
米
の
非
法
定
付
加
税
に
つ
い
て
は
、
耗
羨
が
地
丁
銀
と
ほ
ぼ
等

し
い
日
J
t
u
w
A
で
あ
り
、
同
一
官
瓜
で
地
丁
と
一
緒
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
丁
と
同
じ
く
耗
羨
の
額
と
同
じ
と
伊
限
定
し
、
各
省
一
律
に
耗
羨
と
合
わ

せ
て
科
則
の
お
%
が
付
加
さ
れ
た
と
す
る
。
結
局
公
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

世
町
九
〉
回
一
男
』
野
u
f
H
H
一位叶怖
い十
四
=
+
淫
ベ
治
郊
×
N
+
義
妹
制
い千四一-
×
H-N印

『
債
計
』
は
以
上
の
計
算
の
結
果
を
二
七
の
表
と
し
て
枚
め
て
い
る
。

さ
て
以
上

『
佑
計
』
の
作
業
を
迫
っ
て
み
て
感
じ
る
こ
と
は
、
著
者
の
皐
問

的
熱
意
で
る
る
。
提
示
さ
れ
た
資
料
|
|
殊
に
大
部
の
『
財
政
説
明
書
』
ー
ー

に
は
か
な
り
の
精
粗
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
検
討
し
、
不
足
資
料

を
地
方
志
等
か
ら
補
い
計
算
し
て
い
く
こ
と
は
、
怠
惰
な
筆
者
に
と
っ
て
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
で
あ
る
。
し
か
も
物
僚
や
付
加
税
で
デ
l
タ
の
不
足
に

つ
き
あ
た
り
、
俵
設
を
た
て
て
計
算
す
る
場
合
も
、
た
だ
の
思
い
つ
き
で
は
な

く
、
そ
れ
な
り
の
狼
織
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
著
者
の
骨
折
り
に
は
敬
意

を
表
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
推
計
の
安
嘗
性
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
肝

腎
の
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
細
部
に
疑
問
は
感
じ
て
も
、
建
設
的
な
意

見
を
提
出
で
き
ぬ
以
上
、
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
次
の
貼
だ
け
は
さ
し

あ
た
り
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第

一
は
こ
の
数
字
が
滞
納

が
全
く
な
い
と
い
う
俵
定
に
基
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
い
く
つ
か
の

『
財
政
説
明
書
』
で
滞
納
額
が
ω
l
m
w
A程
度
で
あ
る
こ
と
(
重
賦
の
江
新
の

資
料
で
は
な
い
〉
、
納
入
期
限
超
過
の

際
の
罰
金
な
ど
、
滞
納
の
穴
を
埋
め
る

措
置
が
あ
る
こ
と
等
を
も
っ
て
「
私
見
で
は
税
滞
納
の
問
題
は
無
視
し
う
る
」

と
し
て
い
る
が
、
説
得
的
と
は
思
え
な
い
。
ま
し
て
本
書
の
よ
う
に
苛
税
を
問

題
に
す
る
場
合
は
、
数
字
と
し
て
は
表
わ
し
に
く
い
と
し
て
も
一
層
無
視
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。
第
二
は
脅
吏

・
差
役
の
横
暴
に
よ
り
、
農
民
の
賓
際
の

負
強
は
記
録
さ
れ
た
数
字
よ
り
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は

デ
ー
タ
の
扱
い
方
で
あ
る
が
、
一
七
五
三
年
と

一
九
O
八
年
の
差
異
が
そ
の
ま

ま
そ
の
間
の
時
代
の
趨
勢
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上

の
外
に
一
般
論
と
し
て
、
数
量
化
は
あ
く
ま
で
方
法
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
そ
の

限
界
に
留
意
し
な
い
で
紹
針
観
す
れ
ば
、
数
字
の
魔
術
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る

こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。

『
佑
計
』
の
紹
介
が
長
く
な
っ
た
が
、
本
書
に
戻
っ
て
紹
介
を
綴
け
よ
う
。

第
四
章
は
『
佑
計
』
の
数
字
を
も
と
に
、
堕
税
等
他
の
租
税
の
推
定
額
を
加
え

て
雨
年
度
の
租
税
構
造
を
把
蜜

・
比
較
し
、
租
税
上
に
占
め
る
田
賦
の
地
位
の

相
劉
的
低
下
と
、
回
賦
内
の
付
加
税
の
%
の
増
大
を
示
し
て
い
る
。
即
ち

一
七

五
三
年
に
四
分
の
三
弱
を
占
め
て
い
た
回
賦
が
、

一
九
O
八
年
に
は
紹
封
額
は

増
加
し
た
が
、
比
率
は
三
分
の

一
強
に
ま
で
減
退
し
て
い
る
。
こ
の
紹
封
額
の

増
加
は
付
加
税
の
増
加
に
よ
る
の
で
あ
り
、
回
賦
内
の
比
率
が
二
O%
か
ら
五

O
V
A
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。
回
賦
の
比
率
の
低
下
し
た
原
因
と
し
て
、

著
者

は
第
二
章
で
見
た
制
度
的
弱
鮎
に
加
え
て
、
次
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

て

登
金
・
海
関
税
等
の
新
税
が
生
産
的
で
あ
っ
た
。
二
、
他
の
税
の
殆
ん
ど
が
商

品
税
で
あ
り
、
回
賦
よ
り
も
世
禽
の
所
得
と
物
債
の
後
動
に
高
度
に
針
路
で
き

る
。
三
、
停
統
的
「
軽
循
薄
賦
」
の
思
想
と
地
方
の
世
論
に
よ
り
、
田
賦
が
ふ

や
せ
な
い
。
著
者
の
こ
の
四
原
因
は
並
列
的
で
あ
り
、
歴
史
的
把
握
と
し
て
は

不
十
分
で
あ
る
。
先
撃
の
研
究
に
従
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
商
品
経
済
の
護

展
、
特
に
阿
片
戟
字
以
後
の
外
園
資
本
主
義
に
よ
る
強
制
的
な
そ
れ
に
伴
う
佐

倉
餐
動
に
よ
り
、
園
家
の
人
民
支
配
或
い
は
階
級
支
配
の
方
式
が
描
変
化
し
た
こ

4-
F
h
u
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と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
太
卒
天
国
の
銀
座
過
程
で
、
一
方
に
お
い
て
減
賦

を
行
っ
て
浮
糧
を
削
減
し
つ
つ
、
他
方
で
遊
金
制
度
に
よ
っ
て
流
通
過
程
か
ら

の
枚
奪
を
強
め
る
こ
と
が
政
策
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
事
賓
が
、
こ
の
鮎
で
示

唆
的
で
あ
る
。

第
五
章
は
田
賦
負
掘
と
そ
の
嬰
化
を
地
理
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
経
済
褒
展
を
尺
度
に
三
地
域
に
分
け
る
。
江
新
・
由
聞
東
等
の
先
進
地
域
、
湖

底
・
四
川

・
満
洲
等
の
愛
展
途
上
地
域
、
新
彊
・
チ
ベ

ッ
ト
等
の
後
進
地
域
で

あ
る
。
こ
の
設
展
途
上
地
域
の
人
口

・
耕
地
面
積

・
生
産
性
が
増
大
し
、
そ
の

結
果
が
あ
る
程
度
回
賦
に
も
反
映
し
て
、
清
朝
の
田
賦
総
額
に
占
め
る
こ
の
地

域
の
シ
ェ
ア
を
増
大
さ
せ
た
(
特
に
満
洲

・
四
川
)
。
し
か
し
そ
の
増
加
率
は

同
地
域
の
園
民
所
得
に
占
め
る
シ
ェ
ア
の
増
加
率
よ
り
低
く
、
結
局
こ
の
地
域

の
税
負
携
は
相
射
的
に
は
軽
く
な
っ
た
。
他
方
先
進
地
域
は
租
税
の
シ
ェ
ア
は

低
下
し
た
が
、
園
民
所
得
の
シ
ェ
ア
の
低
下
率
の
方
が
大
き
く
、
賦
税
は
相
封

的
に
重
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
新
た
に
開
拓
さ
れ
た
耕
地
が
殆
ん
ど

登
録
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
が
本
章
の
前
字
。
つ
い
で
豚
卒
均
租

税
枚
入
に
よ
っ
て
各
省
を
三
ラ
ン
ク
に
分
け
、
各
省
の
豚
も
三
ラ
ン
ク
に
分
け

る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
地
丁
銀
の
科
則
・
徴
枚
率
・
収
税
額

〈H
挙
運

x
感
建
制
〉
の
一一一
隻
数
の
相
闘
を
標
準
偏
差
と
相
関
係
数
の
公
式
を
用
い
て
求

め
る
。
結
果
は
科
則
の
収
税
額
が
強
い
正
、
科
則
と
徴
牧
率
が
弱
い
負
、
徴
牧

率
と
収
税
額
が
相
関
な
し
と
な
り
、
こ
の
閥
係
は
二
つ
の
年
度
で
大
き
な
製
化

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
論
と
し
て
著
者
は
い
う
。
「
こ
れ
ら
す
べ
て

が
、
地
方
行
政
の
財
政
秩
序
が
満
洲
王
朝
の
末
日
ま
で
か
な
り
の
程
度
維
持
さ

れ
、
田
賦
行
政
の
非
法
定
シ
ス
テ
ム
が
相
嘗
合
理
化
に
機
能
し
た
と
い
う
我
々

の
制
度
的
分
析
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
。何
故
な
ら
ば
知
蘇
ら
が

致
富
の
た
め
に
怒
意
的
に
徴
収
率
を
あ
げ
与
え
た
と
し
た
な
ら
、
各
省
各
蘇
で
バ

ラ
パ
ラ
に
な
り
、
一
一一者
の
相
聞
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
と
い
う
の
で
る
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
、
が
あ
る
。
先
の

『
佑
計
』
の
推
計
方
法
に
戻
っ
て
一

七
五
三
年
の
回
賦
牧
入
の
公
式
を
み
よ

う
。
地
丁
銀
の
耗
羨
は
科
則
の

m
l四
%
と
ほ
ぼ

一
定
で
あ
る
か
ら
、
徴
枚
率

も
ほ
ぼ
一
定

(
U
J
M
)
に
な
る
。
と
す
れ
ば
一
七
五
三
年
に
つ
い
て
は
、
俵

定
を
見
れ
ば
三
者
の
相
闘
は
ほ
ぼ
噛
思
想
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
回
収
に
数
字

が
正
し
い
と
し
て
も
、
我
々
は
横
山
英
氏
等
の
研
究
に
よ
っ
て

清
代
後
期
を

通
じ
て
抗
糧
闘
字
が
頻
澄
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
現
貨
の
税
糧
を
め
ぐ
る

諸
篠
件
は
、
こ
の
抗
糧
を
そ
の
突
出
部
と
す
る
図
家
と
糧
声
と
の
緊
張
関
係
の

中
で
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

官
吏
の
洛
意
的
加
税
は
し
ば
し
ば
命
が
け
の
、

地
方
街
門
襲
撃
に
ま
で
い
た
る
暴
動
を
惹
起
し
、
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
抗
糧
の
頻
設
は
田
賦
制
度
の
不
安
定
さ
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
チ
ム

ッ
ク
の
結
果
の
数
字
の
み
で
「
秩
序
だ

っ
て
お
り
、
安
定
し
て
い
た
」

と
言
う

な
ら
、
そ
の
血
腹
い
「
秩
序
」
は
数
字
の
魔
術
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
六
章
は
田
賦
を
物
債
と
の
関
連
で
考
察
し
、

貫
際
の
負
揺
が
清
末
に
は
経

く
な
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
次
の
公
式
が
使
わ

れ
る
。

-155ー

里
湾
局
〉
潟
蹄
旦
〉
怖
州
議
H

回
時
障
問
h
仲
闘
同
〕

準
守
困
態
×
比
いH
E
除
回
開
醇
(
警
聴
〉
×
蕗
お

計
算
の
結
果
は
、
「
清
朝
末
期
、
圏
全
慢
と
し
て
の
農
業
部
門
へ

の
田
賦
の
賓

質
的
負
揺
は
、
王
朝
最
盛
期
の
一
八
世
紀
中
葉
の
そ
れ
の
三
分
の
一
強
に
す
ぎ

な
か
っ
た
」
と
な
る。

但
し
そ
れ
は
清
朝
を
通
じ
て
傾
向
的
に
低
下
し
た
の
で

は
な
く
、
一
九
世
紀
中
葉
に
は
銀
債
格
の
高
騰

・
物
債
の
下
落
に
よ
り
極
め
て

重
く
、
そ
れ
が
太
卒
天
国
の
凱
に
大
き
く
影
響
し
た
。
つ
い
で
著
者
は
こ
の
太

卒
天
国
以
後
か
ら
清
の
滅
亡
に
至
る
五

0
年
間
の
回
賦
に
つ

い
て
、
五
つ
の
蘇
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で
主
に
地
方
志
の
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
考
察
す
る
(
但
し
先
の
公
式
に
基
き
、
物

僚
と
田
賦
の
上
昇
率
の
み
を
比
較
〉
。
結
果
は
王
朝
最
後
の
数
年
を
除
い
て
(
田

賦
が
急
増
し
て
い
る
〉
回
賦
の
増
加
は
物
債
を
下
ま
わ
り
、
負
揺
は
軽
減
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
い
く
つ
か
の
例
に
よ
っ
て
土
地
枚

入

・
地
僚
に
射
す
る
回
賦
の
割
合
を
求
め
る
。
前
者
は
二
J
三
%
、

後
者
は

一

%
以
下
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
の
検
討
を
経
た
本
掌
の
結
論
は
、
「
消
末
中
園
の

回
賦
の
賓
質
的
負
猪
は
、
苛
酷
で
あ
っ
た
と
は

言
い
が
た
い
。
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
他
に
材
料
を
持
ち
あ
わ
せ
ぬ
筆
者
に
と
っ
て
、
著
者
の
一
示
す
デ
ー
タ

は
極
め
て
興
味
ぶ
か
い
。
し
か
し
論
霞

・
結
論
に
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
一
つ
だ
け
具
程
的
に
示
し
て
お
こ
う
。

問
題
の
所
は
、
著
者
が
村
松
祐
次
氏
『
近
代
江
南
の
租
桟
』
の
デ
i
タ
に
依

銭
し
、
蘇
州
の
回
賦
負
掘
を
考
察
し
た
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
著
者
が
物
債
袋

動
の
指
標
と
し
て
採
用
し
た
も
の
は
、
一
租
桟
に
納
入
さ
れ
る
租
米
の
折
銭
額

で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
無
係
件
に
米
の
市
場
流
通
償
絡
と
置
き
か
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。
第

一
に
そ
れ
は
地
主
l
佃
戸
の
力
関
係
を
反
映
し
て
い
る
。
第
二

に
原
資
料
は
租
桟
の
牧
支
決
算
報
告
で
あ
り
、
そ
れ
故
村
松
氏
も
指
摘
す
る
よ

う
な
帳
簿
上
の
折
銭
率
を
低
く
す
る
こ
と
に
よ
る
中
飽
の
可
能
性
が
あ
る
。

こ

の
た
め
に
村
松
氏
は
こ
の
折
銭
額
と
上
海
の
綬
米
債
格
を
比
較
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
筆
者
は
物
償
後
動
指
数
は
後
者
の
数
字
を
銭
に
換
算
し
て
求
め
る
べ
き

だ
と
思
う
。
筆
者
の
試
算
で
は
、
著
者
の
結
論
と
は
逆
に
、
米
債
の
上
昇
率
の

方
が
税
の
上
昇
率
よ
り
や
や
低
い
と
い
う
結
果
を
見
た
。
以
上
が
正
し
い
と
す

れ
ば
著
者
の
論
設
の
し
た
か
た
で
い
く
と
、
蘇
州
で
は
清
末
に
な
る
に
つ
れ
負

掘
が
重
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

第
七
章
で
は
以
上
を
要
約
し
、
本
書
の
結
論
を
記
し
て
い
る
。
「
清
代
田
賦

行
政
の
最
大
の
紋
鮎
は
、
む
し
ろ
経
済
が
成
長
す
る
に
つ
れ
椙
大
す
る
所
得
を

獲
得
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
上
そ
の
分
散
性
は
、

国
家
の
最
大
の
枚
入

源
の
運
営
に
劃
す
る
、
帝
園
政
府
の
統
制
を
阻
ん
だ
。
結
果
と
し
て
中
園
の
田

賦
は、

関
家
支
出
が
と
ほ
う
も
な
く
膨
脹
し、

そ
れ
に
よ
っ
て
追
加
枚
入
の
必

要
が
大
き
く
増
大
す
る
清
末
に
お
い
て
、
政
府
財
政
で
の
役
割
を
減
退
さ
せ
て

い
っ
た
。
も
し
回
賦
が
劉
抗
す
る
明
治
の
日
本
の
よ
う
に
、
清
末
の
財
政
シ
ス

テ
ム

の
中
で
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
な
ら
、
近
代
中
閣
の
財
政
欣
態

の
み
な
ら
ず
政
治
的
設
展
も
決
定
的
に

異
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
コ
そ
し
て
最

後
に
田
賦
以
外
の
税
も
含
め
た
租
税
全
燈
を
計
算
し
、
所
謂

「
苛
税
王
朝
滅
亡

設
」
を
検
討
す
る。

そ
の
結
果
は
、
一
七
五
三
年
か
ら
一
九
O
八
年
の
聞
に
、

間
接
税
が
十
倍
近
く
増
加
し
、
二
倍
弱
の
田
賦
と
併
せ
全
慢
で
四
倍
に
な
っ
た

が
、
税
支
柚
仰
い
能
力
が
こ
の
間
に
五
倍
と
な
っ
た
た
め
、
税
負
揺
は
幾
分
軽
減

さ
れ
た
し
、

関
民
所
得
に
お
け
る
政
府
所
得
の
シ

ェ
ア
は

一
九

O
八
年
に
僅
か

二・

四
%
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
侍
統
的
「
苛
税
論
」
は
反
駁
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
れ
に
も
異
論
を
だ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
は
箸
者
の
提
出
し
た

資
料
で
も
、
回
賦
に
つ
い
て
一
九

O
六
年
以
降
急
増
が
見
ら
れ
る
。
一
九

O
八

年
の
数
字
が
俵
に
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
九
年
、
一

O
年
と
物
債
上
昇
率
を

迄
か
に
凌
ぎ
な
が
ら
進
行
し
つ
つ
あ
る
租
税
増
加
の
中
間
報
告
に
遇
、
ぎ
な
い
。

第
二
に
清
末
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
田
賦
よ
り
も
む
し
ろ
所
謂
苛
摘
雑
税
で

あ
り
、
そ
の
苛
酷
さ
は
『
中
園
近
代
農
業
史
資
料
』
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
る

と
思
う
。
第
三
に
は
苛
税
か
否
か
を
判
定
す
る
も
の
は
嘗
該
時
代
の
人
民
で
あ

り
、
人
民
の
封
隠
を
こ
そ
ま
ず
問
題
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
鮎
で
辛
亥
革
命

の
時
期
に
、
多
く
の
抗
掲
抗
税
関
字
が
お
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
著
者
は
ど
う
考

え
る
の
か

(狭
間
直
樹
氏
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
二
谷
第
二
鋭

・
石
田
米
子
氏

『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
一
七
、
参
照
〉
。
要
す
る
に
問
題
意
識
を
問
わ
ず
、
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苛
税
で
あ
っ
た
か
否
か
の
次
元
で
の
み
見
る
な
ら
ば
、
筆
者
に
は
著
者
の
否
定

論
は
説
得
的
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
い
く
つ
か
論
評
を
加
え
て
き
た
。
輿
え
ら
れ

た
紙
数
は
既
に
憲
き
て
い
る
の
で
、
以
下
本
書
全
健
の
感
想
を
記
し
、

責
を
ふ

さ
ぎ
た
い
と
思
う
。

本
書
の
特
色
は
租
税
の
大
路
な
数
量
化
と
、
そ
れ
に
基
い
た
計
算
に
よ
る
論

設
で
あ
る
。
本
書
の
強
み
と
弱
駄
の
雨
方
が
そ
の
貼
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ

う
。
「
一
定
」
と
い
う
よ
う
な
、
暖
昧
で
あ
る
が
故
に
便
利
な
言
葉
で
お
茶
を

に
ご
す
我
々
を
尻
目
に
、
気
の
長
い
作
業
の
後
、
次
々
と
数
字
を
あ
げ
て
論
を

進
め
る
著
者
の
姿
勢
に
は
あ
る
種
の
迫
力
が
あ
る
し
、
計
算
結
果
か
ら
皐
べ
る

も
の
も
多
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
推
計
の
基
礎
と
な
っ
た
数
字
の
信
想
性
を
除

い
て
も
、
な
お
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
第

一
章
の
論
評
で
、

著
者
が
阿
片
載
容
後
の
宇
植
民
地
化
に
燭
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
従

っ
て
そ
こ
で
は
近
代
と
前
近
代
の
明
確
な
匡
別
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
下
で
二
つ
の
年
度
が
比
較
さ
れ
る
と
き
、
雨
者
の
間
に
あ
る
質
的
差
異
は

無
視
さ
れ
、
量
的
な
多
い
少
な
い
の
問
題
に
愛
え
ら
れ
て
し
ま
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
本
書
に
つ
い
て
見
る
限
り
、
阿
片
融
制
手
は
急
速
な
成
長
か
ら
緩
慢
な
成
長

と
い
う
、
量
的
地
変
化
の
鐙
期
以
上
の
大
き
な
意
味
は
持
た
な
い
か
に
見
え
る
。

そ
し
て
こ
の
量
的
妥
化
で
し
か
な
い
近
代
と
前
近
代
を
と
う
し
て
、

経
済
成
長

な
り
図
民
所
得
と
い
う
近
代
的
臭
み
を
持
っ
た
概
念
を
基
礎
に
、
計
算
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
な
こ
と
は
、
こ
う
い
う
形
で
の
数
量
分
析
に
の
み

止
ま
る
な
ら
ば
、
帝
国
主
義
園
と
植
民
地
と
の
閥
係
は
先
進
と
後
進
と
の
差
と

639 

し
て
し
か
現
わ
れ
ず
、
搾
取
・

被
搾
取
は
全
く
栢
酬
を
現
わ
さ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
清
末
中
園
は
牟
植
民
地
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
先
頭
と
し
た
列
強
に

よ
り
、
生
産

・
流
通
過
程
か
ら
の
、
或
い
は
園
家
や
金
融
を
通
し
て
収
奪
さ
れ

て
い
た
。
清
末
の
税
制
も
こ
の
上
に
立
脚
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
確
か
に
数

量
的
把
渥
そ
れ
自
慢
は
有
数
性
を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
れ
を
無
媒
介
に
近
代
的

基
準
で
前
近
代
と
比
較
し
、
そ
こ
か
ら
結
論
を
引
き
だ
す
の
は
安
易
と
い
う
他

は
な
か
ろ
う
。

著
者
の
問
題
と
し
た
「
苛
税
論
」

に
つ
い
て
い
う
な
ら
、

著
者

は
「
租
税
負
掘
が
民
衆
革
命
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
か
否
か
は
、
問
題
の
時
代

の
枇
曾
的
経
済
的
吠
態
に
か
か
っ
て
い
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

「
枇
曾
的
経
済
的
欣
態
」
で
上
記
の
よ
う
な
基
本
的
な
問
題
を
依
洛
さ
せ
、
「
苛

税
で
あ
っ
た
か
否
か
」
の
次
元
で
、
し
か
も
主
要
に
は
前
近
代
と
の
比
較
と
い

う
方
法
で
問
題
に
す
る
限
り
、
著
者
の
立
場
は
、
植
民
地
支
配
下
に
形
成
さ
れ

た
停
統
的
な
ア
ジ
ア
吐
曾
停
滞
論
に
基
く
「
苛
税
論
」
を
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

越
え
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
讃
み
直
し
て
み
て
、
我
な
が
ら
荒
さ
が
自
に
つ
く
。
本
書
の
論
貼
は

多
様
で
あ
り
、
筆
者
は
紙
数
の
閥
係
も
あ
っ
て
そ
の
一
面
を
強
大
し
た
に
す
ぎ

な
い
。
特
に
著
者
の
苦
心
し
た
数
量
操
作
か
ら
事
ぶ
も
の
が
多
い
に
も
閥
わ
ら

ず
、
あ
ま
り
記
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
貼
本
書
か
ら
直
接
吸
収
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
語
暴
力
の
弱
さ
と
不
勉
強
か
ら
、
著
者
の
意
を

曲
げ
た
所
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
と
摘
出
者
の
御
寛
恕
を
御
願
い
し
た
い
。

(
奥
村

哲
〉

-157ー


